
行政文書の開示の手続きを定めることにより、市政運営の公開性の向上を図るとともに、市の諸活動を市民に説明する
責務を全うし、もって開かれた市政の実現を図る。

引き続き、情報公開条例に基づき、市が保有する行政文書の情報公開制度の適正な運用を図るとともに、審
議会等の会議の公開制度の適正な運用を進めることで、開かれた市政の実現を図る。

今後の
方向性

市民参加を推進する協働
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部総務課

事業： 情報公開事業 0420

01

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

市民の知る権利を情報公開制度として適正に運用し保障することで、開か
れた市政の実現に寄与した。A

行政文書開示請求期限内決定率100％、審議会等の会議開催周知率
100％を達成できた。また、審議会等の会議開催・会議結果の概要を、市
ホームページの総務課ページに掲載コーナーを設けて周知を図った。

A
A

A

目

標

・情報公開条例に基づき、市が保有する行政文書の情報公開制度の適正な運用を図る。
・市の所管する審議会等の会議の公開（一部非公開審議会は除く。）制度の適正な運用を図る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

4,748

96

0.60

0.00

93

0

0

3

一人あたり

世帯あたり 100

44

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

34

30

0

0

4

4,643

0.60

0.00

98

42

62

63

0

0

-1

105

0.00

0.00

2

2

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

4,652

0

事業費（決算額） 96

4,609

0

34

43

0

62 (千円)

 (千円)

 (千円)
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